
金融業

数TBに上るメインフレームデータのオープン移行
16時間でデータ変換を完了したRACCOON

導入事例

楽天カード株式会社

課題 評価

変換速度向上を実現するチューニングと
データ特性に合った変換設定を提案

200セッション同時実行という多重度で
目標時間より短い16時間でデータ移行を完了

数TBにも上るメインフレームデータの
オープン環境への移行

24時間以内に全データ移行を完遂させる
変換速度
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　検討の結果、新システムはJavaをプログラ

ム言語とし、自社管理のデータセンター内に
オープン系テクノロジーで構築、一部機能は、
Oracleクラウド環境も利用するソリューショ
ンを選択することになった。
　課題はデータ移行だった。 メインフレーム
から文字コード変換を含めた移すデータが合
計で約90TBにも上った。 進めるべき業務が
山積していたプロジェクトチームは堅実な
パッケージソリューションを採用したいと考
え、選定にあたって2つの要件を挙げた。 1つ
は扱うデータファイルのサイズに上限がない
こと、もう1つは導入実績が豊富であること。 
これらを満たして選ばれたのがD A Lの
RACCOONだった。 プロジェクトでデータ移
行を統括した楽天カード株式会社 システム
運用部 サービス運用グループ マネージャー 
森田訓章氏は理由を次のように語る。
「基幹システム上のデータファイルは大半が
大容量で、これらが扱えないことには話に
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大容量データハンドリングを評価して
AnyTranの後継RACCOONを選択

なりませんでした。 RACCOONはこの要件を
クリアした唯一の候補製品で、またデータ
変換ツールとして実績の高いAnyTranの後継
製品なので安心して選べました。」

　2015年夏には、RACCOONがメインフレー
ム上の35,000種のCOBOL Copy句を自動で
読み取り、これを9割以上の変換率でデータ
変換を行うことが確認された。
　しかし2016年夏、実際の移行を見据え、
本番環境同等のテスト環境でRACCOONを
使用し始めると、変換速度が気になり始め
た。  というのも今回、基幹システム刷新は3
日間で完全移行することが予定されていたか
らだ。 データ移行に与えられる時間は最初
の1日、つまり24時間だった。 この時間内にす
べてのデータを移し切らなければならな
い。 これを乗り越えるにはRACCOONの
チューンナップしかないと、プロジェクトチー
ムはDALの技術者をプロジェクトに呼び寄せ
た。 そして、特定のデータファイルを指定、目
標タイム内に変換を完了するよう求めた。
　これに対しDALは、まずRACCOONが持
つユーザ定義関数が外部呼び出しだったの
を内部処理へと変更、また、データクレンジ
ング機能や変換定義体自動作成機能の追加
といった製品改善を行った。 それだけでな
く、基幹システムの入力データの出現形態（マ
ルチレイアウト）に合わせたRACCOON設定

やデータ処理単位なども提案。 これらを短
い期間で実施した結果、あるデータ変換で
は、16分36秒かかっていた変換速度は、目標
タイム3分15秒を切ったのである。 楽天カー
ド株式会社 システム戦略部 プロジェクト推
進グループ アシスタントマネージャー 細田剛
志氏は、この時期を振り返って次のように語
る。
「変換速度を上げるためには、とにかく何でも
するぞという覚悟でした。 データ移行は基幹
システム移行のトップバッターで、これが終わ
らないことにはその先へ進めません。 その
ため納期・品質・性能を厳しく求めましたが、
DALは真摯にかつ迅速に対応してくれ、大変
助かりました。 おかげで時間内に変換完了
できる目途が立てられました。」
　その後、プロジェクトチームはテスト環境
で繰り返し移行リハーサルを実施。 それと
同時に現行システムと新システムとの間で
プログラム実行結果を比較、問題点を洗い
出しながら新システムの完成度を高めて
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数TBデータの変換を16時間で完了
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